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Summary 
Laos is primarily an agro-based nation in Asia， with most of the people depending on self-sufficient 
ways of life. Howev巴r，various kinds of food in Vi巴ntiane(th巴capitalof Lao P.D.R.) and other big towns 
are stil supported by markets， locally called talat， which are composed of many small shops. There are 
plenty of goods available in these markets， including fresh foods， produced domestically， that are stil 
managed and circulated by traditional market systems. 
We selected six major markets in Vientiane and caηied out field study in August and Decemb巴r
2004 and June 2005 in ord巴rto elucidate local circulation systems of foods and management structures in 
these traditionaJ markets. 
As s r巴sult，the followings are concluded that markets in Vientiane are巴ffectivelymaintained and 
managed by goods同producingsystem supported by the characteristics: the markets are composed of 
individually聞basedmanaging salesperson， most of th巴salespersonslay in a stock by themselves， and 
th巴reare charact巴risticsin s巴llingstyles in the markets， and so on. 
Keywords: markets in Vientian巴，Lao P.D.R.， local circulation systems of fresh foods 
1.はじめに





















































































































設立年 面積 応舗数 販売員数
関)苫と関庖時間
(年) (m2) (J芭鋳) (人)
クアテ、イン 個人経営 1960 27，001 700以上 1，000以上 4 :00~18:00 
トンカンカム 個人経営 1989 16， 120 886 900 5 : 30~ 16: 30 
タートルアン 国 営 1981 10，435 557 401 5 :00-20:00 
シーカイ 億人経営 1987 10，280 324 450 5 : 00~19 : 30
スアンモン 個人経営 1992 7，392 75以上 450 5 : OO~ 19: 00 
トンノfントン 国 営 1996 5，500 309 309 5 : 30~20: 30 
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摘 要
農業国家であるラオスでは，現在でも自給自足的な生活が随所に見られる.しかし，都市部
においては，様々な商庖が集まる市場(タラート)がその食を担う中心的な存在である.市場
には輸入品も見られるが，国内で生産された生鮮食品が数多く並んでおり，伝統的な流通シス
テムの中で維持されている.
本稿では，ラオス・ピエンチャン特別市における市場機構に焦点をあて，ラオスの市場をと
りまく現状を記載し，ラオスの食を支えている市場がどのように維持されているのかを考察し
た.データは2004骨三8月，同年12月と2005年6月に行った首都ピエンチャンにおける 6つの市
場のラオス語による聞き取り調査に基づいている.
調査の結果，ピエンチャン特別市の市場の効果的な生産流通システムは，ピエンチャン特別
市の食を支える市場が個人経営の販売者によって成り立っていること，販売者のほとんどが仕
入れを自分で、行っていること，市場の販売形態に特徴があること等の特性によって維持・構築
されていることが明らかになった.この結果から，今後，市場を介して成り立つ社会関係や流
通機構が，経済発展の進展にしたがって変化することによって起こるであろう問題をいくつか
提起した.
